
ハイフレームの施工速度は、充填材の充填（運搬）と転圧・整形によって決まる。

ハイフレームを施工する”法面”整形は別途土工事で計算となります。

充　填：「積算基準」２．土工　②機械土工（土砂）

2.機械土工　　4)　機械の施工歩掛　(4)バックホウの作業量　①日当たり施工量

バックホウによる作業の日当たり施工量は、次表を標準とする

作業の種類 名称 単位 数量

注） 標準アーム使用時で、ロングアームを使用する場合は、日当たり施工量を減ずる

ロングアームの作業範囲を超える場合は、別途の歩掛とする

転圧・整形： 「積算基準」３．共通工　①法面工

機械による築立（土羽）整形

この歩掛は、土羽土部分の敷均し・締固及び整形を機械で行う場合に適用する

単位 数量

0.4

人 0.9

ｈ 4.0

（注） １．この歩掛には、土羽土の搬入等は含まない

２．この歩掛には、土羽土の小運搬(20m程度）及び残土を本体盛土部へ排土する作業を含む

以上より、施工速度はバックホウの日当たり施工量で決まる。

100m2当り充填量 1日当り作業量

HyP XX-075 75m3

HyP XX-100 100m3

HyP XX-125 125m3

HyP XX-150 150m3

（注） XX；05（Lシリーズ）　　08（Mシリーズ）　は作業量に影響しない

歩掛からのハイフレームの施工速度は、

250m2/日　～　300m2/日　となる。

実績からの施工速度は

４００～５００m2/日　　となっている。

310m3/日÷150m3/m2x100

310m3/日÷100m3/m2x100

表②･10　　日当たり施工量

規格

200m2/日

240m2/日

310m2/日

410m2/日

施工速度

310m3/日÷75m3/m2x100

式

310m3/日÷125m3/m2x100

土質名

ルーズな状態の
積み込み

バックホウ
運転

ガ・クローラ型
山積0.8㎥（平積0.6㎥）

レキ質土・砂
・砂質土・粘性土

バックホウ運転
ガ・クローラ型（法面バケット付）

山積0.8㎥（平積0.6㎥）

310

　1.法面整形工　4)法面整形歩掛　(1)盛土法面整形　②機械による築立（土羽）整形

表①･2　機械による築立（土羽）整形歩掛　　（100㎡当たり)

名称 規格

ハイフレーム　作業量と工程

310m3/日

世話役

普通作業員

㎥

株式会社ジオベクトル


